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５
月
１
日
に
、
本
宮
市
役
所
で

本
宮
市
と
㈱
青
木
食
品
（
本
社
：

郡
山
市
、
馬
見
新　

博
代
表
取
締

役
社
長
）
は
、
秋
山　

律
ス
タ
ー

ゼ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長
と
後
藤

茂
敏
福
島
県
商
工
労
働
部
企
業
誘

致
担
当
理
事
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

企
業
立
地
に
関
す
る
基
本
協
定
書

に
調
印
し
、
工
業
用
地
分
譲
契
約

の
締
結
を
し
ま
し
た
。

　

㈱
青
木
食
品
は
、
食
肉
卸
業
最

大
手
の
ス
タ
ー
ゼ
ン
㈱
（
本
社
：

東
京
都
港
区
）
の
連
結
子
会
社
で
、

本
宮
市
工
業
等
団
地
第
４
工
区
Ｎ

区
画
（
荒
井
字
恵
向
）
に
新
工
場

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
場
の
事
業
内
容
は
食
料
品
製

造
業（
麺
類
の
製
造
お
よ
び
販
売
）

で
、
こ
の
工
場
開
設
に
か
か
る
総

投
資
金
額
（
土
地
を
含
む
）
は
約

21
億
円
。
操
業
は
平
成
23
年
５
月

の
予
定
で
す
。

　

操
業
当
初
は
、
移
転
者
80
人
と

新
規
雇
用
20
人
（
地
元
雇
用
）
で
、

将
来
は
１
２
０
名
で
の
操
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課
企
業
誘
致
係

 

（
☎
内
線
１
５
０
）

企
業
立
地
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

企
業
立
地
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

本
宮
市
と
株
式
会
社 

青
木
食
品

【立地企業の株式会社青木食品の概要】
◆企業名　株式会社青木食品
◆代表者　馬見新　博
◆資本金　160,000 千円
◆設 立　平成 17 年７月
◆本社所在地
　郡山市富久山町久保田字郷花４番地６
◆売上高　18.7 億円（平成 22 年１月）
◆事業内容　麺類の製造販売

▲企業立地基本協定調印式の様子▲企業立地基本協定調印式の様子

  ▲本宮駅利用促進協議会設立総会の様子  ▲本宮駅利用促進協議会設立総会の様子         ▲市民と市長の懇話会の様子        ▲市民と市長の懇話会の様子

　５月６日に中央公民館で、『本宮駅利用促進協議会
設立総会・第１回定期総会』が開催されました。
　設立総会では、協議会設立経過の説明の後、本宮駅
利用促進協議会の設立について、全会一致により承認
されました。また協議会規約や会計規程についても原
案のとおり承認されました。引き続き、第１回定期総
会も開催され、設立発起人である佐々木嘉宏株式会社
Mot.Com もとみや代表取締役が会長に選出されたほ
か、事業計画や予算などが承認されました。
　協議会は今後、『広報・啓発部会』、『企画・事業部会』
の２部会に分かれ、住みよいまちづくりの形成と地域
経済の活性化を目的として事業を展開していきます。

　４月 20 日と 21 日の２日間、市役所で『市民と市長
の本宮駅利用の促進を考える懇話会』を開催し、10
名の皆さんが参加しました。
　この懇話会は、住みよいまちづくりの実現を目指す
ため、本宮駅利用促進に関して市民の方々と市長が、駅
周辺の賑わいの創出と地域経済の活性化を図る様々な
方策について、意見を交換する目的で行ったものです。
　懇話会では、市長のあいさつの後、意見交換が行わ
れ、地元産業の活性化や駅周辺の整備の重要性、市民
と行政が一体となった様々な取組みの必要性など具体
的な意見が出されました。
　市では、駅周辺の賑わいの創出や、地域経済活性化
へ向けて、今回いただいた貴重な意見を反映させた事
業を展開していきます。

住みよいまちづくり・地域経済活性化を
目指して
 本宮駅利用促進協議会が設立されました

市民との懇話会を開催しました
 市民と市長の本宮駅利用の促進を考える懇話会
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本
市
の
市
立
幼
稚
園
と
市
立

保
育
所
で
は
、
同
じ
方
針
の
も

と
で
幼
児
教
育
や
保
育
が
で
き

る
よ
う
、
以
前
か
ら
『
幼
保
一

元
化
』
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
度
に
『
統
一
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
』
を
導
入
し
、
幼
稚

園
と
保
育
所
の
４
歳
・
５
歳
児

に
、
同
じ
内
容
で
幼
児
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
は
、

心
情
・
意
欲
・
態
度
・
基
本
的

習
慣
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
人

間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
大

切
な
時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
ち
を
支
え
て
い
く

た
め
、
個
々
の
発
達
段
階
や
個

性
に
応
じ
た
保
育
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
面
に
お
き
ま
し

て
は
、こ
の
ほ
ど
策
定
し
た『
学

校
施
設
等
耐
震
化
推
進
計
画
』

の
中
で
、
五
百
川
幼
稚
園
と
第

４
保
育
所
が
耐
震
化
の
対
象
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
２
つ
の
施
設
を
統
合
し
、『
幼

保
一
元
化
施
設
』
と
し
て
整
備

す
る
計
画
で
す
。

　

機
能
的
に
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
を
一
体
化
し
た
イ
メ
ー
ジ

の
施
設
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
施
設
の
機
能
面
や
運
営
面

の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
、
平
成

24
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
き

ま
し
て
は
、
既
存
の
預
か
り
保

育
や
延
長
保
育
、
一
時
保
育
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
必

要
な
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
も
幼
保
一
元
化
の
推
進

と
併
せ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
り
な
が
ら
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
就
学
前
教
育

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

本
宮
市
長 

佐
藤
嘉
重(２３)

シ
リ
ー
ズ

▲ 市長に受彰の報告に訪れた大浪さん (右 )▲ 市長に受彰の報告に訪れた大浪さん (右 )       ▲藍綬褒章を受章した小林さん      ▲藍綬褒章を受章した小林さん

　大浪清次郎さん（高木字戸崎）は、交通安全功労者
として、各種功労者知事表彰を受彰しました。
　大浪さんは、平成２年から約 20 年間、安全運転管
理本宮事業主会長や福島県交通安全協会理事などを歴
任し交通安全関係団体の発展に尽力されました。「皆
さんの応援があっての受彰で感謝しています。今後も
皆さんの力をお借りして頑張ります」と話しました。

　本宮市は、3月 31 日に福島県内の市町村として初となるエコアクション 21 の認証
を取得しました。本宮市役所では、地球温暖化対策の一環として、環境省が推進する
環境マネジメントシステム　エコアクション 21 の取り組みを行っています。エコア
クション 21 とは、省エネ、省資源などの環境への取り組みを効果的・効率的に行う
システムを構築・運用・維持し、環境への目標を持って行動し、結果を取りまとめ、
評価・報告するための方法として、環境省が策定したエコアクション 21 ガイドライ
ンに基づく認証・登録制度です。※活動レポートなどはホームページでご確認ください。
◆問い合わせ先　生活安全課環境保全係（☎内線 114）

　小林庄一郎さん（本宮字大町）は、長年の統計調査
の功績から、藍綬褒章を受章しました。
　小林さんは 20 歳の頃から各種統計調査員を務め、
企業での仕事や農作業の傍ら、国勢調査を 11 回、農
業基本調査や農林業センサスなど多くの調査に携わり
ました。「家族のおかげで長年続けられた。大変栄誉
に思います」と話しました。

各種功労者知事表彰を受彰
 大浪清次郎さん

藍綬褒章を受章
 小林庄一郎さん

  福島県内の市町村として初となるエコアクション２１の認証を取得


